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表－７ 大規模氾濫減災協議会の取組状況 
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写真－６ ホットライン訓練参加状況（左：下久保ダム管理所 右：関係機関の参加状況） 

③ 関係機関等への適時的確な情報提供及びより多くの関係者への分かりやすい情報発信 

■ 防災、避難等の判断に資する情報の適時的確な提供 

洪水時には、防災情報や避難等の判断に資する情報を地方公共団体を始めとする関係機関に対して

適時的確に提供している。 

令和４年度は、洪水調節を目的に含む全24ダムのうち12ダムにおいて、延べ33回の洪水調節を実施

し、洪水に至らない中小規模の出水時を含め、防災、避難等の判断に資する情報として、ダムの防災

操作に関する通知や警報等の情報伝達を関係地方公共団体及び関係機関に対して確実に実施した。 

なお、緊急放流に係る情報の提供が必要となるような洪水は発生しなかったものの、関係機関との

より一層の連携強化を図るため、下久保ダムでは、大規模災害発生時において、ダム下流自治体（群

馬県藤岡市）が気象台や河川管理者、ダム管理者、消防等の関係機関との連携した動きを確認するこ

とを目的とした訓練に参加し、緊急放流に係わるダム操作の情報を藤岡市長へ直接連絡するホットラ

イン訓練を行った（写真－７）。 

 

 

写真－７ 下久保ダム管理所長から藤岡市長へのホットライン訓練 

  




